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平成 27 年度第 1回（第 7回）米沢市総合計画審議会 会議録 

 

１ 日  時  平成２７年４月１７日（金）１５：００～１７：００ 

２ 場  所  伝国の杜小会議室 

３ 出席委員 

尾形健明会長、安部美和子委員、泉多惠子委員、大和田浩子委員、奥村あい子委員、 

小野浩幸委員、佐藤大喜委員、柴田正孝委員、島津眞一委員、白井裕久委員、 

白石祥和委員、鈴木清治委員、清野雅好委員、中嶋朱実委員、我妻仁委員 

以上１５名 

（遠藤秀平委員、小野寺忠司委員、佐藤晃代委員、林宗太郎委員は欠席） 

事務局 

副市長、総務部長、企画調整部長、市民環境部長、健康福祉部長、産業部長、 

建設部長、会計管理者、水道部長、市病事務局長、議会事務局長 

（教育管理部長、教育指導部長は欠席） 

総合政策課 課長、総合計画策定室長、担当 

４ 会議録 

（１）開会 

（２）会長あいさつ 

会 長  皆さん、お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。前回が１月

１６日の開催でしたので、もう３か月も経ちました。新年度になりますので、も

う一度頭をリセットするくらいで構いませんので、御意見を色々と頂戴したいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。また、２月２日に中間意見書を市

長へ提出いたしました。そこから、本日御審議いただく内容で若干変わっている

ところもありますので、併せて様々な御意見を頂戴したいと思います。この審議

会のメンバーは変わっておりませんが、会を重ねるごとに緊張もほぐれてきてい

ると思いますので、皆さんの思いを遠慮なくお話しいただければ、その方が良い

アイデアが出ると思います。加えて、新年度となり、市の部長も変わられており

ますので、我々の意気込みや熱気を感じさせるくらいに活発に意見交換したいと

思います。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

（３）審議会委員及び事務局の紹介 

    （事務局より出席委員及び事務局の紹介） 

（４）議事 

事務局  審議会条例第５条第２項の規定により、会長が議長となることとされておりま

す。尾形会長に議長をお願いしたいと存じますのでよろしくお願いいたします。 

会 長  それでは、議事に入ります。はじめに、前回の審議会から日数が経っておりま

すので、確認の意味でこれまでの経過と今後の日程等について事務局から説明を

お願いします。 

事務局  資料「米沢市新総合計画の歩み」に基づき説明 

 昨年５月から今年の１月までの期間に計６回の審議会を開催し、市民アンケー

ト等の実施により得られた幅広い市民の方からの意見を参考にしながら協議
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を進め、本年２月には中間意見書を取りまとめていただき、市長に提出してい

ただきました。 

 今回の基本構想案につきましては、この中間意見書を踏まえまして、事務局で

原案を作成し、３月に内部の庁内策定会議などを経てまとめたものとなってお

ります。また、この期間に市内部で基本計画のたたき台を作成し、現在内部で

検討しているところであります。 

資料２「平成２７年度米沢市総合計画審議会開催予定表」に基づき説明 

 平成２７年度の審議会は本日も含めまして８月までの間に４回の開催を予定

しております。本日と次回５月に予定している第２回目の審議会で、基本構想

についてほぼ固めていただき、基本計画につきましては次回第２回目の審議会

と６月に予定している第３回目の審議会で固めていただくとともに、７月には

パブリックコメントを実施し、８月上旬にはパブリックコメントの結果を踏ま

えまして計画の答申案について御審議をいただき、市長に答申をいただく予定

で進めさせていただきたいと考えていますので委員の皆様の御協力をお願い

いたします。 

 なお、次回審議会を５月１９日（火）午後３時から市役所会議室で開催する予

定としておりますので、御予定を合わせていただくよう併せてお願いします。 

会 長  ありがとうございました。５月に第２回目の審議会、６月にも第３回目という

ことで、月一回のペースで審議会が開催されます。答申に向けた追い込みですの

で皆さまよろしくお願いいたします。それでは、改めて議事に入りたいと思いま

す。本日の会議につきましては、午後５時までには終了したいと考えております

ので、議事の運営につきまして委員の皆様の御協力をお願いいたします。それで

は新総合計画基本構想（案）について、事務局から説明願います。 

事務局  資料１「米沢市新総合計画（基本構想案）」に基づき説明 

 本日の審議会におきましては、資料１の基本構想案について御審議をいただく

ものであります。 

 資料１の表紙の裏に計画案の目次を掲載しているところです。計画全体の構成

としましては、３部構成とし、今回御審議をいただく基本構想は、第２部に掲

載予定の部分となっております。なお、第１部については、計画策定の趣旨、

計画の構成、米沢市の現況等について、第３部は基本計画を掲載することとし

ており、次回以降にお示しをする予定としております。 

 本日の審議の進め方でありますが、基本構想は４章立てとなっていることから

各章ごとに事務局から概要を説明したのち、章ごとに御審議をいただきたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

 はじめに第１章の「将来像」について御説明をいたします。１ページを御覧願

います。将来像については、これまでの御審議・中間意見書等を踏まえ、本市

が将来ともに発展していくためには、豊かな心を育んできた先人たちの精神文

化を継承・向上させるとともに、未知なるものへの果敢な挑戦が創造を生み、

そしてまた新たな創造に繋がるといった連鎖が必要でるとの基本的な考え方

のもと事務局でまとめさせていただいたところです。この基本的な考えを端的
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に表すものとしまして案①としまして、『ひとが輝き 創造し続ける 学園都

市・米沢』、案②としまして『ひとが輝き 創造し続ける都市(まち)・米沢』

の２案を将来像として提示させていただいたところです。 

 案①は、米沢ならではの特色を強く打ち出すことに主眼を置き、米沢の特色と

して学園都市という言葉を入れさせていただいたところであり、今後御審議を

いただく基本計画においても学園都市を活かしたまちづくりの施策を可能な

限り盛り込んでいくことを予定したものであります。 

 案②については、総合計画に盛り込むべき施策等が多岐にわたり、学園都市と

直接絡まない施策等も少なからずあることから、米沢としての特色は薄れます

が、全ての施策と基本的にはつながることに主眼を置いたものであります。 

 委員の皆様には、事務局提案を参考にしていただき、将来像をどのように定め

るのかについて、また、案文について過不足がないかどうかも含めまして御審

議をいただきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

会 長  それでは、委員の皆様から第１章の将来像について御意見を頂戴したいと思い

ます。将来像について案①や案②あるいは、そのほかに案があれば出していただ

き、本日で決定したいと考えています。前回キャッチコピーをどうすると話をし

ておりましたので、皆さまから御意見があればお願いします。私個人的には米沢

らしさが欲しいなと思います。この米沢を他市に置き換えても成立するものは意

味がないと思っています。審議の中で皆さんから御意見をいただいた時に、米沢

の特殊解が必要じゃないかと言われていたので、米沢らしい言葉が欲しいと思っ

ていまして、山大と栄養大学の４年大学が２つもあり、人口の５％が大学生とい

う事情を考えると、「学園都市」は他にはない特色だと思っておりました。もっと

良い言葉があれば発言お願いします。 

委 員  前回までの話の中で、米沢らしさということであるならば、「上杉の城下町米沢」

としてもいいと思います。 

会 長  今回のまちづくりにある人づくりも上杉鷹山が行ったやり方といいますか、興

譲館を創設して人づくりをしたということもありますので、「上杉」はあってもい

いかもしれませんね。ローカル色豊かに言葉を作って、思い切り出してもいいと

思います。 

委 員  サブタイトルの表現だと、この長さでもいいと思いますが、キャッチコピーと

して受けてもらうとすると、もっと短い語句でまとめたほうがいいような気がし

ます。サブタイトルとしてこの「人が輝き…」の文章が来るといいのではないで

しょうか。例えば「いいね。米沢」や「メイド・イン・米沢」のようなキャッチ

をさせて、サブで「人が輝き…」がくればいいなと考えました。 

会 長  ありがとうございます。他にございますか。 

委 員  将来像のところですが、文言も良くなってきたと思って読ませていただきまし

た。特に歴史的なところで、草木塔や棒杭市のことが記載されていてすごく読み

やすいと思いました。やはりキーワードとしては「学ぶ」や「つくる」、「チャレ

ンジ」といった表現が、全体を読んだ時に当てはまると思いました。しかし、案

にある「学園都市」は将来像へ入れてもいいのかどうか疑問に思ったところです。
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確かに市内に大学はありますが、学校はどんどん市外へ移転している中でこれか

ら学園都市として進んでいく覚悟があるかどうか疑問が残りました。また、歴史

や上杉・兼続の「愛と義の精神」など先人に学ぶことはとても大事なことですし、

それに触発されて若者が色々なことを行っていくことはあり得ることなので、そ

の文言も入れていたほうがいいと考え、私なりの案としては、「故きを知り、新し

きを創る、挑戦都市（チャレンジャーシティ）米沢」というのを考えてきました。

やる気が起きるような、あおるような感じがあってもいいと思って考えました。 

会 長  ありがとうございます。「故きを知り」で歴史のまちが想像できますね。 

委 員  将来像については、この審議会が発足した当初、海外を視野に入れた国際的な

ところに話題がありました。今回の案には、国際的な社会の中でまちづくりをす

るという思いが薄いと感じました。地域経済の活性化においてももう少し米沢の

ブランドを海外にまで発信できるような仕組みづくりや、教養や文化を高めるに

あたって国際交流を行うなど、海外を視野に入れたまちづくり（将来像）であっ

てもいいのかなと思いました。また、キャッチコピーの案①と案②のどちらかを

選ぶのであれば、学園都市には色々な可能性を秘めているところもあるので、「学

園都市・米沢」は特徴的なまちづくりのキャッチコピーになると思いました。 

会 長  ありがとうございました。事務局としては、将来像は本日決めたいところでは

ありますが、皆さんから御意見を頂戴し、次回５月に出すという方向でもいいで

しょうか。 

事務局  はい。 

会 長  では、他に御意見があればメール等でお寄せいただければと思います。先ほど

委員から発言のあった「故きを知り」という「温故知新」はいいかなと思ってい

るところです。他に御意見ありますか。 

委 員  先ほど「メイド・イン・米沢」が出ましたが、すごくいいと思います。「メイド・

イン・東京」と書いてある商品を見た時、すごくプライドがあっていいなと思い

ました。ぜひ、米沢でできたものには「メイド・イン・米沢」をつけて出したり

できればいいですね。 

会 長  そういう意味では、今回ふるさと納税でＮＥＣのノートパソコンが一日で申込

みが終了したという話がありますので、工業製品は初めての事例じゃないかと思

うのですが、これも「メイド・イン・米沢」ですね。 

委 員  第１章の文章の中ほどですが、「米沢栄養大学との協働による健康増進や農業振

興」と記載がありますが、農業振興というところが気になりました。どのような

イメージで農業振興となっているか教えていただきたいです。 

委 員  私も同じところに疑問を持ちまして、「米沢栄養大学との協働」とありますが、

米沢栄養を削って「大学との協働」にしたらいいと思いました。なぜならば、山

形大学工学部でも有機ＥＬを使った農業振興を考えているようですので、削るこ

とで両大学との協働いう意味を持たせた方がいいのではないでしょうか。 

事務局  先に御質問ありました米沢栄養大学との協働による農業振興につきましては、

食材との関係を考えていまして、健康分野だけではなく食材として活用できない

かということで農業振興と結び付けました。また、山形大学工学部の有機ＥＬか
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ら農業振興に貢献できる素材もありますので、米沢栄養大学に特定するものでは

なく、米沢にある高等教育機関や大学という表現がいいのか事務局で検討いたし

ます。 

委 員  「農業振興」でひっかかった理由としまして、米沢栄養大学は食品企業との事

業連携は行っておりますので、農業というところを「産業」にした方がいいのか

なと思ったところでした。 

会 長  どうしても農業振興というと米づくりといった作物をつくる農業のイメージが

ありますね。 

事務局  「食品関連産業」という表現ではいかがでしょうか。 

委 員  そうしますと、先ほどの委員の山形大学工学部の有機ＥＬによる農業振興の部

分が合わなくなるのではないでしょうか。 

会 長  では事務局で検討して整理していただきましょう。他にありますか。 

委 員  学園都市が今のところ大学に限定されているような表現になっているのですが、

高等学校教育も学園都市の中に入れた方がいいのではないかなと考えています。

高校も大学と協働して頑張っているので、大学という表現でなく、高等学校教育

も含めた表現にすることで、高校から大学までの広い表現にしたほうがいいと思

います。 

会 長  以前もその御意見いただいていますね。高校生を巻き込んだ形の「学園都市」

ですね。事務局でもう一度検討願います。他に御意見があればメール等で御提出

下さい。では次に、第２章の基本理念・基本目標について説明をお願いします。 

事務局  資料１「米沢市新総合計画（基本構想案）」に基づき説明 

 はじめに、基本理念について説明をいたします。２ページを御覧願います。 

 中間意見書に基づき、まちづくりを進める上で、最も基本とする姿勢を表わす

ものとしまして「市民が積極的に参加するまちづくり」を基本理念として定め

たところであります。また、まちづくりを進める上で重要となる「人づくり」

を中心とした取り組みを推進し、郷土や地域への愛着を感じる市民意識の醸成

とともに、市民と行政が積極的に交流し、様々な分野で米沢のために貢献する

という意欲ある市民の参画をさらに進めていくこととしているところです。 

 「人づくり」は「人の連携」「人の定住」「人の育成」の３つの取り組みを推進

するとし、３ページには概念図を掲載しているところであります。 

 次に基本目標について説明をいたします。４ページを御覧願います。基本目標

については、「挑戦し続ける活力ある産業のまちづくり」、「郷土を創る人材が

育つ、教育と文化・協働のまちづくり」、「自然と都市の魅力が調和し、賑わい

と交流を促すまちづくり」、「健やかな育ちといきいきとした暮らしをともに支

え合うまちづくり」、「安全安心に暮らすまちづくり」、「持続可能なまちづくり」

の６つを掲載しているところです。 

 この基本目標につきましては、原則、中間意見書でお示しいただいた４つの柱

に沿った形でまとめているところですが、中間意見書から変更した点としまし

ては、中間意見書では「健やかな育ちと安心な暮らしを支え合うまち」として

一つの柱としていた、健康福祉分野と防災・防犯等の分野を分割させていただ
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いて、健康福祉分野については「健やかな育ちといきいきとした暮らしをとも

に支え合うまちづくり」とし、防災・防犯等の分野については「安全安心に暮

らすまちづくり」としたほか、「持続可能なまちづくり」として行政経営の分

野を追加させていただいたところです。 

 ６ページには、将来像、基本理念、まちづくりの柱の関係をまとめた図表を掲

載しているところです。 

 案文について過不足がないかどうかも含めまして基本目標のまとめ方等につ

いて、御審議をいただきますようお願いいたします。 

会 長  第２章の基本理念・基本目標について御意見があればお願いします。 

委 員  ２ページの基本理念のフレーズですが、「市民が積極的に参加するまちづくり」

はなるほどと思いました。前の将来像の「人」「創造」がキーワードになっていま

したので、市民の市民による市民のためのまちづくりなのだろうなという感じを

持ちました。ただ、他の案が思いつかないですが、一般的な表現という感じがし

ます。３ページ下から３行目ですが、「人の育成では、市民が意欲や「能力」に応

じて学ぶことができ」とあり、能力に応じて学ぶということに色々な解釈ができ

て、誤解を受けかねないという感じを持ちました。何となく分かる気もしますが、

誤解が生まれてきそうなので、表現を変えたほうがいいのかなと思いました。 

会 長  ありがとうございました。工夫が必要かもしれませんね。学びたいときにいつ

でも学べますという感じを出せればいいのでしょうか。 

委 員  私も同じように、誤解が生じるのではないかと思った表現があります。２ペー

ジの６行目にある「意欲ある市民の参画」です。市民活動においては、個々の市

民レベルは高く、とても意欲的だと思います。それをどうまちづくりにつなげて

いくかが「市民の意識の醸成」につながっていくと思いますので、「意欲ある市民」

だけではなく、市民の積極的なまちづくりへの参画という「参画」の仕方の形容

表現を丁寧にしたほうがいいのではと思いました。また、４ページの基本目標の

部分ですが、４つの目標が６つになり、健康福祉と防犯防災を分けたことには賛

成します。私自身も児童福祉の分野で働く者として、一緒にすることに違和感が

ありました。今回分けていただいたことで、焦点もクリアになると思います。 

会 長  ありがとうございます。基本目標を６つにして、すっきりして重要性がよく解

るようになったので、良かったと思います。 

委 員  ２ページのところで、先ほど委員がおっしゃられた通り、本当に「意欲ある市

民」は沢山いると思います。その方達をどうやって支えていくか、また、そうい

う人達を表に出していき、その人達を支える仕組みや組織づくり、リーダー育成

等をどの位できるかが大事だと思うので、支える方の事も少し入れた方がいいの

かなと感じました。表現は、「支えて行きますよ」とした方がいいのかどうかです

が。また、市民が積極的に参加するまちづくりについては、本当にその通り何で

すけども、少し受動的というのか、「参加してくださいね」と待っているような感

じがしてしまうので、もう少し参加を促すような、自分達で創るまちのキャッチ

コピーを考えてみました。やはり、歴史的にも米沢は会津から上杉が移ってくる

時に、家来を皆連れてきて皆で土地を耕しながら作っていったという経緯がある
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ので、例えば、「皆で耕せ、人・物・まち」という表現はどうでしょうか。皆で本

当にコツコツと作っていくっていうイメージですね。私のイメージはそんな感じ

です。皆で参加するという意識を積極的に持ってもらえるようなキャッチコピー

が良いなと思いました。 

会 長  今の提案に対して、皆さん御意見はありますか。先程の最初のキャッチコピー

もそうでしたが、歴史を感じさせるところが良いですね。今すぐと言っても、意

見も出ないと思いますので、お考えおきください。またメール等でご意見をお寄

せいただければありがたいです。他に御意見ございますか。 

委 員  ３ページの人づくりを中心とした取り組みの下部にある精神の 3つ目、「人の育

成」の文言ですが、「学校教育・生涯学習の推進」とありますが、この生涯学習と

いうのは、学校教育も含めた、生まれてから老年までの幅広い学びを意味するよ

うに思うので、学校教育も当然生涯学習という範疇に入るのではないかと思うの

で、ここのところをどう捉えたらいいのかなと、私は疑問に思いました。生涯学

習の表現を前に持っていって「生涯学習・学校教育の推進」としたらいいのか、

学校教育と対比するものとして「社会教育の推進」としたらいいのか、検討いた

だきたいと思います。また、同じ表現が６ページにもあります。 

会 長  ここで書いている生涯学習というのは、社会教育の意味合いが濃いのでしょう

か。 

委 員  私はそう思います。 

委 員  私が以前の審議会で教育に関して、学校教育の他にも社会人になって色々な資

格を取るために、学ぶ事が多々あると発言しました。今、資格社会の中で学校を

出ても様々な場面で学ばなければならなく、誰にも学ぶ機会が今後増えるでしょ

うし、学び易くする環境も必要だという意味で、学校教育だけではなく、社会人

になっても、学んでいかなければならない場面が沢山ありますという意見を出し

ましたので、それをまとめて生涯教育としていただいたのかなと思います。です

から、社会教育と言っても道徳的な教育のような部分でないのかなと思います。

スキルを高めるための専門的な教育も含めてほしいという意見を含んでいるのか

なと思います。 

会 長  では、事務局側としての適切な言葉を、そこに入れていただくようお願いしま

す。では、４ページの基本目標についてはいかがですか。 

委 員  基本目標の４番目のタイトルですが、「健やかな育ちといきいきとした暮らしを

ともに支えあうまちづくり」となっており、この後の施策大綱第４章でも出てく

る訳ですけれども、まず、タイトルが「健やかな」というのがこの後の第４章を

見ていくと、「誰もが健やかに暮らせることを第一に考え」と明記されていて、違

和感があるのは、タイトルの中に「育ち」という言葉があることです。「育ち」の

部分は「子育て」をイメージしますので、ただ、４番目の基本目標では、若い世

代が安心して子供を産み育てられる事も項目に入っていますし、それ以外に高齢

者や障がい者が住み慣れた地域で生きがいを感じながら暮らすという表現も入っ

ていますので、タイトルから「育ち」の部分を外した方が良いのではないかと思

います。「健やかでいきいきとした暮らしとともに支えあうまちづくり」とした方
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が良いのではないかと思います。 

会 長  皆さん、いかがですか。 

委 員  ４番目のタイトルは、私もこだわりがあります。安心して子育て期を送っても

らいたいし、子ども達の育ちをしっかりと保障する部分を銘打っていただきたい

ので、タイトルから「育ち」を外して欲しくないです。今までの話し合いの中で、

郷土愛、原風景として子ども達が「米沢って良いところだな、自分の住んできた

ところ、育ってきたところは良いところだな。大人が子ども達の事を考えてくれ

て、大きくなってきたのだな。親だけじゃなく、地域の大人が自分たちの事を考

えてくれたのだな」と思えるような子どもの育つ歳月を踏んでほしいと思います。

そのために、通学路の整備や育てる親の立場として授乳時間の定着や育児休暇の

取りやすさ等を具体的な策として盛り込んでいただきたいと思います。だから、

４番目の基本目標にある「育ち」の部分が据え置いていただきたいと考えますし、

将来像の学園都市とのつながりもあるのですが、今までの審議の流れから、子ど

もや若者に焦点を向けて行こう、これから育っていく子ども達に、どう地域を考

えてもらえるかという部分で積極的に大人としてアプローチしていこうという部

分を確認してきた経過があるので、ここは残していただきたいです。また、二つ

目に、少し戻りますが、基本理念の図にある、人の育成が学校教育から始まって

いますが、ぜひ幼児期が何らかの形で絡んでくるような子育て期の部分も、人の

育成には入れていただけたらと思います。さらに、基本理念の市民の積極的なま

ちづくりへの参画の部分でいうと、ＮＰＯやボランティアの充実だけではなく、

先程も申しましたように、市民の個々のレベルでは積極的な市民活動も行われて

いるので、社会活動という部分も当てはまると思います。人の育成という点で社

会活動も大きなポイントとなるのではないかと思いました。 

会 長  今の発言で、育ちの部分についていかがでしょうか。 

委 員  ４ページの基本目標ですが、特に１２ページにある施策大綱に基本目標６項目

があり、それに該当する項目が１３ページにあるわけですけど、これを見て思っ

たことが、まず１番目の施策として「誰もが元気で健やかに」ということでして、

２番目が「生きがいを持って高齢期を過ごす健康長寿のまちづくり」ということ

で高齢期のことが書いてあり、４つ目に「安心して産み育てることができる環境

づくり」があることから、やはり全部の項目にこのタイトルは合わないのではな

いかと思います。タイトルは残して項目を整理する方が良いのかもしれないと思

いました。 

会 長  １３ページにある項目を整理してまちづくりの柱４のタイトルに合うようにす

べきとの意見ですよね。それも検討事項ということでお願いします。 

委 員  基本目標の題名がわかりにくいのではないかと思いました。まちづくりの柱４

でいうと健やかな育ちとでいきいきとした暮らしということで文章が長くてどこ

で切ったらいいのか分からないので、「健やかな育ち」が子育ての部分で、「いき

いきとした暮らし」が高齢者の部分だと思うのですが、それをストレートにタイ

トルを出した方がいいのではないでしょうか。子育てをしやすいまちというのは

すごく大事なポイントだと思います。また、安全安心に暮らすという部分も雪だ
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とか雪対策などを出して項目自体を分かりやすくした方がいいのではと思いまし

た。 

委 員  米沢としての特色を出すということを目標に話し合いをしてきたところですの

で、基本目標についても他の市と入れ替えても通じるようなものではだめだと思

います。基本目標があっての各項目だと思いますので、まずは、米沢らしい基本

目標となるべき文言がないのかなと思います。そうするともっと分かりやすくな

ると思いますし、今のままでは米沢らしい目標が見えてこないと思います。 

会 長  基本目標の各項目をもう少し米沢らしくするという御意見で、例えば安全安心

のまちづくりは雪に負けない米沢のまちづくり等にするということですよね。米

沢の特徴が表れるような目標にしてはいかがですかという御意見だと思いますが、

全てでは難しいですね。 

事務局  例えば、基本目標の１番目は工業分野として全国的にも前を進んでいるという

ところでこのような表現をさせていただいたと御理解をいただけるものと思いま

すが、４番目の子育てや高齢者の健康、そして障がい者の福祉については、米沢

だからこうするというものが打ち出しにくい部分が行政的にはあります。どこの

自治体でも推進したい部分ではありますが、国の制度においても、子育て等扶助

関係は制度化されているところであり、そうした中でどの程度米沢の特色を出し

ていけるのかということになりますので、色々と委員の皆様の御意見をいただい

たうえ、事務局で検討したいと考えています。 

会 長  １番から６番目までが全て米沢でなくてもいいということにしないと、あまり

にも考えが狭くなってしまうので、程々に入っていればいいのかなと思いますの

でそのような方向でお願いをしたいと思います。他に御意見等がなければ、次に、

第３章の人口・土地利用について説明をお願いします。 

事務局  資料１「米沢市新総合計画（基本構想案）」に基づき説明 

 人口・土地利用については、これからのまちづくりを進める上で基礎となる、

人口の想定値と土地利用に関する基本方針を定めるものであります。 

 はじめに人口について御説明をします。７ページを御覧願います。グラフでお

示ししているとおり、本市の人口は、国立社会保障・人口問題研究所の推計に

よれば平成３２年には 81,618 人、１０年後の平成３７年には、77,587 人まで

減少することが予測されているところですが、今後、様々な人口減少対策に取

り組むことにより、転入転出の差である社会動態については、人口問題研究所

の推計どおり、平成３２年度までに現在の半分程度に縮小するものとし、合計

特殊出生率については、平成３７年までに人口問題研究所の推計を上回る１．

８までに回復することを想定し、平成３７年の想定人口を人口問題研究所の推

計値と比較して約 1,000 人増の 78,600 人と見込んだところであります。 

 次に８ページの土地利用については、公共の福祉を優先するとともに、適正な

利用が図られることを原則とし、土地利用に関する法律等の適正な運用、集

約・ネットワーク型の土地利用、土地の保全と安全性の確保、環境保全と美し

くゆとりのあるまちの形成を目指すこととしているところです。 

 人口・土地利用についての考え方について、御審議をお願いいたします。 
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会 長  第３章の人口・土地利用について御意見があればお願いします。この計画の最

終年度平成３７年度には 78,600 人がいれば一応目標は達成されたと言えるので

しょうか。今回の県議会議員選挙でも公約で人口減少対策をうたっていることか

ら政治的にも危機感を持っていることは伝わってきています。今回我々が考えた

方法で人口減少に少しでも歯止めがかかればと思います。 

委 員  基本構想は良くできていると思います。文言も挑戦的なものが増えたなと感じ

ています。一方でこの構想ができても今の米沢市と将来の米沢市は変わらないの

だろうとも感じました。変わらないことも極めて重要なことなので変わらないと

いうことが悪いということではないのですが、理念を見ると米沢の人づくりとい

うことで、これは米沢の良さだと思います。人に投資をして、結果として人が輝

くまちをつくるということ自体は非常に統一性が取れていると思うのですが、今

の米沢市がそういうまちでないかというと、そうではなくて、非常に教育水準が

高く、市民の向学心も高いし、教養も高い、歴史的な文化も高いまちです。これ

を総合計画で明確化して何がどう変わっていくのだろうと考えると、いくつかの

委員の意見にあったように、もう少しパンチがあったり、挑戦という言葉があっ

たりした方が良いという意見になったのではないかと思います。この構想ができ

て将来の米沢が何らかの形で変わるのだろうかという目線で見たときは、あまり

変わらないような印象を持ちました。３章の関連でいくと人口予測をきちんと考

えていくと、少し楽観的な国立社会保障・人口問題研究所の試算方法を使って、

なお、1,000 人上積をしていくということになるのですけれども、実現可能性と

いう点からすると十分理屈の立つ数値ですし、1,000 人といえども、それなりに

挑戦的な数値なのかもしれませんけれども、グラフを見る限りトレンドがほとん

ど変わらないことから１０年後米沢はやっぱり変わらないのではないかと思えて

しまいます。もう少し何かないのかなと思いまして、発言できずにいたところで

す。８ページの土地利用について土地利用関係法令の適切な運用とありますが、

法律があれば適正な運用は必要であることから、こうとしか書きようがないのか

もしれませんが、単純に文章を読んだ時に市とか市民という主語がないので市は

国や県に対して当事者化能力がない仕組みになっているのかという点が気になり

ました。土地というのは人に次いで地域が持っている最大の資源であるわけです

からその土地をどう使っていくのかということが色々なことを考えていく上での

ファンダメンタル（基礎となるもの）でリソース（資源）である訳ですから少し

さびしいなと感じたところです。 

委 員  土地利用について出てきたのは色々な意味があるのだろうなと思います。事務

局で一番言いたいことは、（２）にあるコンパクトなまちづくりをするにあたって

は、今の米沢の土地利用の制約をうまく乗り越えて調整していかないと、コンパ

クトなまちづくりに向けた、いわゆる中心市街地に人口をある程度集約し、かつ、

山村地域は今、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」における今後の施策の

方向として示されているような拠点地域としていくために、土地利用をしっかり

考えていかなくてはならないということは分かるので、土地利用というと、いき

なり出てきた感じがするので、コンパクトなまちづくりをテーマとして中心市街
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地や山村地域をどう活用していくのかという視点でコメントをしていただければ

と思います。人口については、国立社会保障・人口問題研究所の数値よりも厳し

い数値があるので、それに比べてこれから計画を立てていくうえで１０年後の平

成３７年に 1,000 人くらいをアップするというのは固めに見積もった数値だと思

うのですが、これが１０年後に向けて挑戦していく計画であるのならば、やはり

３７年には横に行くくらいの、下げ止まりがするぐらいの推計値を掲げていただ

きたいと思います。そのために色々な施策を講じる必要があると思います。また、

４ページに戻って、基本目標の１から６はすべて重要なのですが、この６つの中

でこれから１０年何に力を入れてやっていくのだというものが欲しいなと思いま

す。当然１から６までの目標はすべて必要ですし、これはやらないというものは

ないと思いますが、最重点課題としてやっていくべきものを選択と集中で優先性

をつけられないものかと思います。私個人的には、４番の目標にある保健・医療・

福祉と子育ては是非分けていただき、子育てを目標の一つとして入れていただき

たいなと思います。しっかりとした雇用が確保され子どもを生み育てていけるの

だという目標を高らかに掲げていただきたいと思います。保健・医療・福祉と当

然連携していくわけですけれども、できれば別項目にしていただきたいと思いま

す。 

会 長  人口減少を止めようとすれば、やはり子育てとなり、そうすると雇用がという

ことになり、色々なところに関わっていくわけですけれど、この会議も最初は人

口減少という認識を持つところからスタートをしました。それを１０年間で何と

か止めようというくらいの気持ちがあったわけですので、委員のおっしゃる通り

人口減少に特化した計画とするのも一つの方向性としてはあるかもしれませんが、

御意見としてうかがっておきます。このことも含めて事務局にお願いしますので、

検討願います。 

委 員  従来から米沢市は総合計画をつくってきたわけですが、そうした流れというよ

りはもう少し危機感を持って、時代の変化と共に今までとは違う人口減少・高齢

化に対応することを頭に入れたほうが良いのではないかと思います。市民が人口

減少や高齢化をどれだけ知っているのか、どれだけ自覚しているのかという点に

も注意して行政はやっていかなくてはいけないのではないかと思います。市民が

危機意識を持つような情報公開も検討すべきではないでしょうか。また、基本目

標６番目の持続可能なまちづくりの中に、行政もこれまで以上に積極的に取り組

んでいくということを入れていただきたいと思います。今までの時代とは違う大

変な時代に作る計画であるという認識持って計画策定にあたるべきと考えました。 

会 長  皆さん同じ気持ちではあるのですけれども、文章化すると中々これだというも

のにならないところが今後の検討になるかと思いますが、本日は色々と御意見を

伺うということとします。他に御意見等がなければ、次に、第４章の施策大綱に

ついて説明をお願いします。 

事務局  資料１「米沢市新総合計画（基本構想案）」に基づき説明 

 ９ページ以降の施策大綱について説明をいたします。施策大綱については、６

つの基本目標に基づき、各基本目標を達成するための基本方針について、中間
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意見書に基づいてまとめさせていただいたところであります。 

 １の挑戦し続ける活力ある産業のまちづくりにおいては、新しい産業を生み出

すための取り組みの推進、地元の特産品を活かした商品開発、情報発信力の高

い観光地づくり、地域住民との協働による農山村の振興などに取り組むことと

しているところです。 

 ２の郷土をつくる人材が育つ、教育と文化・協働のまちづくりにおいては、学

校教育活動、社会教育活動、スポーツ活動、芸術文化活動等の推進、郷土への

愛着と誇りを持つための教育、地域で抱える様々な問題を地域で解決できる協

働の仕組みづくりなどに取り組むとしているところです。 

 ３の自然と都市の魅力が調和し、賑わいと交流を促すまちづくりについては、

森林や河川の保全、再生可能エネルギーの普及促進とともに、コンパクトなま

ちづくりの推進、道路や公共交通機関等の環境整備等に取り組むことしている

ところです。 

 ４の健やかな育ちといきいきとした暮らしをともに支え合うまちづくりにつ

いては、医療機関、福祉、介護施設等の連携の強化、予防に重点を置いた健康

づくりの推進、高齢者や障がい者等に対する日常的な生活支援のほか、子育て

を支える環境づくりや婚活支援策の推進、市立病院の機能充実等に取り組むこ

ととしているところです。 

 ５の安全安心に暮らすまちづくりについては、公共施設や家屋の耐震化等の推

進、災害時の情報収集・伝達体制の整備による危機管理体制の強化を図るほか、

交通事故や消費者被害を防止するための環境整備、また、効率的な除排雪体制

の整備を図るなどに取り組むとしているところです。 

 ６の持続可能なまちづくりについては、健全な財政基盤づくりなどに取り組む

としているところです。 

 案文について過不足がないかどうかち、また、まとめ方等について妥当かどう

かについて施策大綱の全体を通して御審議をお願いいたします。 

 なお、１２ページ以降に参考資料としまして施策大綱に基づいた基本計画の体

系案を載せているほか、基本計画の構成案を本日お配りしておりますので、御

参照願います。 

会 長  ありがとうございました。９ページから１３ページまでを一通りご覧いただい

てから、御質問や御意見をお願いいたします。 

委 員  私から１点だけよろしいでしょうか。ぜひお願いしたいなと思います。１番の

「挑戦し続ける活力ある産業のまちづくり」ですが、産業政策に係わり最終的に

行き着くところが、「多様な就業機会を生み出し、地域内の雇用の拡大と安定を図

る」とあります。つまり、雇用対策が終着地点になっています。かつての地域産

業政策の主たる目的は雇用の確保でした。しかし、今般この審議会で議論してき

たように人口構造が変わってきて、主たる地域産業、主たるテーマは雇用の確保

安定ではなくなると私は思っています。これについては色々な議論があるかもし

れません。今は、もうすでに地域産業の実態から見ると、雇用の場がないという

のが主たる課題ではなくて、むしろ、雇用したいが人がいない、人材がいないと
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いう問題の方がはるかに大きくなってきています。それは今、アベノミクスで景

気が良くなったからではなくて、構造的なものだと思っています。従って、今後

の地域産業の究極の目的は、雇用ではなく所得の向上だと思います。私達も、地

域活性化会で地域の状況について色々な調査をしていますが、世帯の所得の 600

万～800 万を確保できる地域には、若い人達がＵターンして戻ってきています。

やはり今後は所得向上を政策の中にもっと明確に打ち出していっても良いのでは

ないかなと思います。それと関連して、いただいていた中間意見書の現状分析の

中にも米沢市の産業構造の最も特色的な課題は何かというと低付加価値にあると

はっきり書いてあります。にも関わらず、個々の施策にどう付加価値を上げてい

くのだという文言が一言もない。付加価値が上がらない以上、所得が上がる事は

あり得ないのです。ですので、政策の方向性の転換を考えて盛り込んでいただけ

たら良いなと思います。 

会 長  貴重な御意見と詳しい情報をありがとうございました。所得が世帯ベースで800

万円になれば、かなり人が集まってくるということでしょうか。 

委 員  一部の地域では所得が 800 万円以上で戻ってきています。 

会 長  人材がいないとは、地域内で人材がいないということですか。 

委 員  労働市場において人手が足りないのです。優秀な人財は不足状態です。 

会 長  我々も、認識を新たにしないといけないところがありますね。他にご意見ござ

いますか。 

委 員  Ａ４の別紙を配っていただきましたので、御覧ください。９ページからの２の

「郷土を作る人材が育つ」ですが、中々よくまとまっていますが、米沢の特色の

２行目の「鷹山大学が開校されるなど」というところに「各コミニュティーセン

ターなど」と入れていただければ良いかなと思います。なぜなら、各コミニュテ

ィーセンターなども頑張って活動をしているからです。それから、「豊かな教養を

育む環境」というところに活動力も入れた方がいいのではないかと思ったところ

です。単なる教養だけじゃなくて、活発に地域づくりの動こうとしている方々が

沢山いらっしゃいますので、活動力も入れてもらったらいいのではないでしょう

か。特に六郷コミニュティーセンターでは、農家レストランといった活動を各市

内のコミュニティーセンターを中心にして実施しておりますので。また、「上杉」

という言葉を入れてもらったらどうでしょうか。人材育成で、「中学生、高校生世

代は」と原文にはあるのですが、アンケートをせっかく取っていただいたのです

けれども、どうも本当に皆そう思っているというのでは、問題があるような気も

しますので、若い世代はとぼやかした表現の方がいいではないかと思ったところ

です。９ページの最後ですけれども、「郷土への愛着と誇りを持つための教育を推

進」とありますが、これは今までの市の計画と同じです。それで下線を引いてお

きましたが、まちづくりに貢献する心を育てるように努めていきますと入れてい

ただきまして、なるべくなら米沢で頑張ってもらいたいですが、外に出ていって

も米沢を応援していただくといった、米沢のために貢献する心という文言を入れ

ておいていただけたらなと思ったところです。また、上から４行目で、学校教育

活動、社会教育活動のところで「活動」」の２文字は共にいらないのではないかと
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思ったところでした。学校教育、社会教育で一般的に通用していると思います。

学校教育活動というのは、あまり文言として適切ではない気がしますので、教育

関係の部署で尚考えていただければと思います。スポーツと芸術文化には、活動

があってもいいと思います。検討をお願いします。 

会 長  ありがとうございました。今の提案に対して何か御質問や御意見ございますか。 

委 員  委員の修正案を見せていただき、まちづくりに貢献する心を育てるというのは、

非常にいい事だと思うのですが、その教育が出てくるというのは、この２番目「郷

土を作る人材」というところでしか出てこないので、この大綱を読むと、自分が

生まれ育った故郷を愛して、そして一度はどこかに行くかもしんないけれども、

出来るだけ行かないで地元に残って一緒に皆で頑張っていきましょうということ

が教育の目標のように見えるものですから、そこはもう少し多面的な表現を出来

ればしていただいて、やはり国際的な人材を育てて行くという表現がいいのでは

ないでしょうか。人材で不足しているのは、非常にレベルの高い、グローバルか

つ技術的にハイレベルな特殊な職業能力を持った人達、いわゆる、付加価値の高

い人材を育てて行くのだということで、それが、学園都市である米沢から育てて、

その方が外に出てくかもしれないけれども郷土を愛する心を持って、外からも見

つめたり戻ってきたり、支援したりし、かつ他にも付け加えてもらいたいなと思

ったのは、やはり定着や人材の交流です。定着の中には外からの人材も引き入れ

てくるということを含めた上で、教育というのは、単にまちづくりをする人材を

作るための教育じゃないという視点をこの大綱の中に入れていただきたいなと思

います。 

会 長  ありがとうございました。山形大学と県教育長が昨日テレビ出ていました。も

う少し協力関係を築いて、地元の山形大学にもっと進学して欲しいということの

ようです。県内から２０％～３０％ぐらいしか山形大学へ進学していないのです

よね。それでは、他に御発言ありますか。 

委 員  第４章の１番目、「挑戦し続ける活力ある産業のまちづくり」で、私は農業をし

ておりますので、農林業の部分についてですが、担い手の育成、経営安定化、地

産地消、生産性の向上は今に始まった事ではないと思っています。これは何十年

も前からの課題なのです。今、私はある組織の青年部委員長をしているのですが、

若い農家の人達は現状には満足してない訳で、先程も委員から話がありましたけ

れども、農業分野にとっても、所得向上が必要です。何か新しい事をするにもま

ずは自分の所得を上げなくては進めないというところがあるので、自分で作りた

いものを作り、ただ、それを単純に売るという発想だけではなくて、他の商業や

観光業との連携を取りながら新しい米沢のブランドをつけられるくらいの独自の

農産物も作れたらいいねという話は、以前から議論されていますので、農業面で

くくるものでもなく、商業・観光と連携を図って、新しい商品に結びつけられる

ような、明るい先が見通せるような文言にしていただけると、農業面からすると

うれしいかなと思います。地産地消に対しても、結局これは消費者の方だけじゃ

なくて、そのまわりにいる農業以外の方にも知ってもらったうえでできることで

もあるので、農業者だけが知っていてもどうしようもない問題だと思うので、商
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業・観光との連携は強調していただきたいと思います。六次産業化は名前として

は出てきますが、安易に受け入れられないというのが、農業者からすると現状に

ありまして、六次産業化は誰がやってもうまく行くような感覚でいくと大変かな

と思います。 

委 員  この大綱の中で、１３ページにまちづくりの柱として何点か挙げられています

が、「挑戦続ける産業のまちづくり」の中に「女性や若者などのすべての市民が働

けるまちづくり」とありますので、文章の中にも若者と女性は取り入れていただ

きたいですし、先ほどあった所得の問題に関しても、シングルマザーが増えてき

ている印象を持っており、女性を守ることも必要だと考えているところです。ま

た、基本構想と別になるのですけれども、若い人で他県から米沢に春に引っ越し

てきた方もいます。今の米沢に魅力を感じて、引っ越してきた貴重な方なのかも

しれませんが、そういった人を広報などで取り上げていただければと思います。

わざわざ米沢に定住したいという若い人がいるので、魅力を中高生に伝えるなど

活用するほか、どういう方が米沢に魅力を感じやすいか、ターゲットを絞る意味

でも、移住者を取り上げれば、米沢の魅力を他の視点から感じられるのではない

かなと思います。 

委 員  本日の皆さんの意見を聞かせていただき、大変参考になりました。社会福祉協

議会でも現在米沢市の地域福祉活動計画という５年間（平成２７年度から平成３

１年度）の計画を立てております。委員からも言われるのが、計画が立つのは素

晴らしいが、立てた後実行してもらうには、市民に米沢の現状や、５年、１０年

先をこうしていこうという気付かせ方が重要だと言われたのが印象的でした。皆

さんの意見を聞いてそう感じました。いかに市民に気づかせて、積極的にまちづ

くりに参加しようとさせることが必要だと感じました。 

委 員  施策大綱の一番で、委員がおっしゃった産業の「高付加価値化」による市民の

所得増を目指すことは同感です。では、そうするためには、今後１０年間にどの

ように産業振興をしていくのか。工業面では、内発型産業を誘発させる呼び水と

なったり、触媒になったりするのは何かというと、米沢にある大学だと思います。

やはり大学とともに地域の産業が生きていく、これが米沢らしい今後１０年の産

業振興の一つの焦点になると思います。この点をぜひ明確に位置付けていただき

たいと思います。確かに雇用は厳しい中にありますが、特に工業分野では米沢だ

けでなく全国的にそういった状況にあります。そういった中で、ドイツは新産業

革命、いわゆる第４次産業革命を担っていこうとしています。ＡＩ（人工知能）

での無人化工業がこの１０年で急速に進んでくると思います。米沢の工業も、ま

すます高付加価値化が求められると思います。次に商業面。米沢の年間商品販売

額は１千億を切って、９４０億くらいのはずです。そして、その多くを外からの

資本の大型店に占有されているというのが現実です。これも内部留保、地域内循

環があまりないのです。今、盛んに注目されているのが、全国の小売販売額総額

の１４％約１７兆円市場と言われているネットビジネスです。これからは、この

ネットビジネスを視野に入れていかなければならないと思います。大手ネット業

者などは、ほとんどが大型店と同じような仕組みで、手数料を３０％前後取りま
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すので、商品自体の原価率を低く抑えないと中々利益が上がらないのです。こう

いう仕組みは、やがて消費者には支持されない世の中になってくると思います。

やはり米沢市独自のプラットホームをつくるということが必要になってくると思

います。その流れを考慮に入れて商業も捉えていただきたい。大型店に関して避

けて通れない本質的な問題は、地域としてこれ以上の大型店の出店を是とするか

非とするか、ということです。福島県のように大型店の進出を規制する条例をつ

くるなど、ドラスティックな政策を行うかどうか。そういった政策の落としどこ

ろを考えながら大綱を作っていければ、より具体的になるのではと思います。も

う一点は、人口問題です。施策大綱の中に、持続可能なまちづくりとあります。

これは今後の人口動向と密接連関する問題だと思います。市民が積極的にまちづ

くりに参画する、と理念に謳われております。これまでのようなオールマイティ

の行政は今後コストがかかり過ぎる。そのコストを負担する人口が少なってくる

と、一人ひとりの負担が重くなります。ですから、市民一人ひとりが自立して、

人が人のために何か役に立つのだという意識を持って地域づくりを行っていこう

ということは、いい方向性だと思います。それが社会的コストの低減につながり、

ひいては、持続可能なまちづくりになるものと思います。そして、もう一つは、

近隣市町村との連携です。例えば米沢市だけで様々な基本的なインフラをフルセ

ットで用意する時代でもなくなってきます。それを近隣市町村同士が気持ちや旧

習の障壁をなくして、お互いに分担して持ち合い、活用し合うようなことが、持

続可能なまちづくりには非常に大事になってくると思います。この両面での記載

をしていただいているので、さらに明確にしていければと思います。 

会 長  ありがとうございました。かなり具体的なお話をいただきましたので、とりま

とめをお願いします。他に御意見等がなければ、全体を通して御意見があればお

願いします。 

委 員  第４章ですが、先ほど委員から挙げてもらった子育てを１本柱に立ち上げると

いう意見で、４本の柱から独立しただけで満足してはいけなかったと反省しまし

た。ありがとうございました。明確に子育てを１本柱に立ち上げていただきたい

という思いを込めながら、そこの中に、前もお話ししましたが、子育てしやすい

環境という部分で、産前産後休暇の確保や授乳時間の拡張も、柱の中の施策に盛

り込んでもらうことで、米沢市が子育てしやすい環境を応援している指標になる

と思っています。企業に勤めている人にしてみれば、休まれると戦力として欠け

るわけですので、理解してもらえない状態にあると思います。だからこそ、理解

を広めていくことが大事であり、子育てしていくことの応援になると強調しても

らえたらと思います。 

会 長  ありがとうございました。とにかく人口減少を食い止めようと思ったら子ども

がいないとどうしようもないですね。問題がたくさんあるようなので１０年間で

改善が必要だと思います。他に御意見等がなければ、本日の御意見を踏まえ、事

務局の方で再度調整をして、次回皆様にお示するということでよろしいでしょう

か。 

委 員  異議なし 
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会 長  それでは次に進みます。その他についてでありますが、委員の皆様や事務局の

方から何かありますでしょうか。 

事務局  再度日程の確認だけさせていただきます。次回審議会は５月１９日（火）午後

３時から市役所で予定させていただいておりますのでよろしくお願いいたします。 

会 長  会議室はＢ棟になりますよね。市役所と別の建物でどこに行ったらいいかわか

らない方もいるかと思いますので、地図をつけていただきたいと思います。場所

は北側の長屋のような建物です。本日の審議はここで終了させていただきます。

スムーズな議事運営に御協力いただきましてありがとうございます。次回一カ月

後またよろしくお願いいたします。 

事務局  本日はお忙しい中、御出席いただきまして誠にありがとうございました。これ

をもちまして本日の米沢市総合計画審議会を閉会いたします。  

（５）閉会 

 

以上 


